
 

お 知 ら せ 

～ 警備業法施行規則等の一部改正について ～ 
 

令和８年１０月１日、警備業法施行規則等の一部が改正され、 

 ・警備員指導教育責任者（機械警備業務管理者）資格者証 

 ・警備員指導教育責任者（機械警備業務管理者）講習修了証明書 

 ・各種個人資格に係る申請書等 

から「本籍」欄や「本籍又は国籍」欄が削除されました。 

つきましては、下記の点にご留意ください。 

 

【警備員指導教育責任者（機械警備業務管理者）資格者証の書換え】 

警備業法施行規則改正前の資格者証（以下「旧資格者証」という。） 

  に記載されている本籍に変更が生じた場合でも、資格者証書換え申請 

は不要です。 

旧資格者証は、同規則改正後も有効なものとして使用できます。 

  なお、氏名の変更については、従来通り書換え申請が必要です。 

 

【各種個人資格に係る申請書等】 

① 既に旧様式を使用して作成している場合には、「本籍又は国籍」欄 

 を二重線で削除して申請してください。 

 以後、新様式での申請をお願いします。 

  ② 申請書から「本籍又は国籍」欄は削除されますが、添付書類の内容 

   に変更はありません。 

   申請時に住民票の写しを添付するものについては、本籍記載のもの 

  を添付してください。 


